
石
川
取
締
役
管
理
本
部
長
の
抱
負

皆
さ
ん
、
日
々
業
務
に
精
励
頂
き
、
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
、
昨
年
十
一
月

に
管
理
本
部
長
に
異
動
と
な
り
、
漸
く
業

務
に
も
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
一
八

０
度
違
う
業
務
も
多
々
あ
り
、
あ
る
意
味

で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
部
分
も
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
新
年
度
に
当
た
り
、
自
己
目
標

を
掲
げ
業
務
に
取
り
組
も
う
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
の
基
本
は
過
去
の
経
験
を
生
か

し
、
プ
ラ
ス
ワ
ン
業
務
を
一
年
継
続
す
る

こ
と
と
し
、

一
、
新
規
顧
客
の
開
拓
に
も
時
間
を
割
き
、

実
績
を
挙
げ
る
こ
と
。

二
、
既
存
の
お
客
様
に
も
時
間
の
許
す
限

り
訪
問
し
、
当
社
と
の
関
係
強
化
に
寄
与

す
る
こ
と
。

三
、
現
場
訪
問
を
心
掛
け
る
こ
と
。
を
掲

げ
日
々
の
業
務
に

邁
進
す
る
所
存
で

す
。

厳
し
い
市
場
環
境

が
続
く
当
業
界
で

す
が
、
全
社
一
丸

と
な
っ
て
こ
の
難

局
を
乗
り
切
っ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

Ｓ Ｅ Ｏ Ｓ 便 り
Ｓ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
便
り
の
発
行
に

当
た
り

新
事
業
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、

古
谷
常
務
取
締
役
の
抱
負

私
は
、
昨
年
十
月
二
十
二
日
に
、
こ
の
ビ

ル
セ
ク
タ
ー(
Ｇ
Ｍ
Ｃ
と
Ａ
Ｇ
Ｓ
の
総
称
）

の
船
長(

グ
ル
ー
プ
内
呼
称
）
を
拝
命
し
ま

し
た
。
「
会
社
存
続
の
危
機
」
と
い
う
荒
波

の
中
の
船
出
に
な
り
ま
し
た
。

船
も
、
船
長
、
機
関
長
な
ど
、
各
々
の
役
割

を
充
分
に
果
た
し
て
こ
そ
、
安
全
に
目
的
地

に
到
着
い
た
し
ま
す
。

私
達
の
目
的
は
、
裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
「
経
営
指
針
」
の
遂
行
で
あ
り
、
又
こ

こ
で
働
く
人
や
こ
こ
に
関
係
の
あ
る
人
が
幸

せ
に
な
る
こ
と
で
す
。

私
も
目
的
達
成
の
為
、
精
一
杯
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
も
今
ま
で
以
上
に
各
々

の
役
割
を
充
分
に
果
た
し
て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
一
緒
に
力
を
合
わ
せ
て
、

こ
の
危
機

を
乗
り
切
っ

て
い
き
ま

し
ょ
う
！

御
理
解
、

御
協
力
の

程
よ
ろ
し

く
お
願
い

致
し
ま
す
。
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松
本
Ａ
Ｇ
Ｓ
事
業
本
部
副
本
部
長(

兼)

機
械
警
備
部
長
の
抱
負

平
成
二
十
三
年
度
は
適
正
利
益
を
確
保

す
る
年
と
す
る
た
め
諸
経
費
の
見
直
し
と

効
率
化
を
追
求
し
ま
す
。
ま
た
、
次
世
代

基
幹
社
員
の
選
別
と
育
成
の
年
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
計
画
的
な
人

材
の
確
保
（
若
手
社
員
の
登
用
）
を
し
て

い
き
ま
す
。

機
械
警
備
部
で
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ブ
ラ
ン

ド
の
活
用
に
よ
る

営
業
力
の
強
化
で

新
規
顧
客
の
確
保

を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

白
浜
Ｇ
Ｍ
Ｃ
事
業
本
部
副
本
部
長(

兼)

施
設
部
長
の
抱
負

平
成
二
十
三
年
度
、
私
達
を
取
り
巻
く

環
境
は
今
だ
激
変
の
最
中
で
あ
り
、
環
境
・

市
場
が
変
化
し
続
け
て
い
る
今
こ
そ
、
全

員
が
一
致
協
力
し
て
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

と
技
術
を
提
供
し
続
け
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
当
社
の
強
み
で
あ
る
Ｓ
Ｅ

Ｏ
Ｓ
営
業
を
更
に
高
め
、
全
員
が
情
報
を

共
有
し
て
顧
客
へ
の
対
応
力
を
高
め
て
い

く
と
共
に
、
一
人
ひ
と
り
が
自
己
啓
発
と

研
鑽
に
努
力
を
重
ね
、

総
体
的
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
を
図
り
、
顧
客
に

選
ば
れ
る
会
社
に
し

て
い
き
た
い
。

中
村
常
駐
保
安
部
長
の
抱
負

平
成
二
十
三
年
度
常
駐
保
安
部
の
方

針「
全
員
で
増
収
・
増
益
を
達
成
さ
せ
る
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
Ｓ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
営
業
の

拡
大
、
コ
ス
ト
の
削
減
を
目
指
し
ま
す
。

隊
員
一
人
一
人
が
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、

本
社
に
情
報
を
集
め
、
顧
客
の
確
保
・

開
拓
に
繋
げ
る
。
ま
た
、
コ
ス
ト
削
減

を
認
識
し
、

小
さ
な
積
み

重
ね
で
目
標

を
達
成
さ
せ
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ

プ
を
期
し
た

い
。

児
嶋
環
境
部
長
の
抱
負

新
年
度
に
向
け
て

一
、
営
業
第
一
主
義
の
徹
底

二
、
コ
ス
ト
意
識
の
徹
底

三
、
人
材
の
育
成

当
た
り
前
の
話
で
す
が
、
以
上
三
点
を

肝
に
銘
じ
増
収
・
増
益
を
目
指
し
て
、

頑
張
る
所
存
で
す
。
た
だ
し
、
入
札
を

無
事
乗
り
切
ら
な
い
と
、
増
収
・
増
益

も
絵
に
書
い
た

モ
チ
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
一
同

入
札
命
で
頑
張

り
ま
す
。



（２）

ちょっとした気遣いで心が癒
された事例の紹介
先日、ユーザー様から以下の紹介が

ありました。メモリアルセレス千代

田２１(葬儀場）で勤務中の警備員か

ら葬儀に弔問された方々へ、「お気

をつけください。」と声かけをした。

葬儀後、弔問者からセレス千代田様

へ、「警備員さんから励ましていた

だきました。」との投書が届き、そ

の内容を常駐保安部から報告があっ

た。皆さんもちょっとした声かけに、

心掛けていただければ、気持ちも落

ち着くのではないでしょうか。葬儀

場及び警備員の写真を掲載いたしま

す。

岩
澤
横
浜
支
社
長
の
抱
負

昭
和
五
十
二
年
に
Ａ
Ｇ
Ｓ
に
入
社

し
、
営
業
開
発
本
部
・
埼
玉
支
社
・

機
械
警
備
部
等
を
経
験
し
、
昨
年
十

一
月
よ
り
横
浜
支
社
長
を
拝
命
、
そ

の
任
に
就
い
て
い
ま
す
。
年
間
六
億

も
の
売
上
が
あ
る
横
浜
支
社
を
任
さ

れ
、
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
責
任
重

大
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
一

人
の
力
に
は
お
限
り
が
あ
り
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
お
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

常
に
危
機
意
識
を

持
ち
、
売
上
向
上

に
努
め
、
次
世
代

を
考
え
た
組
織
作

り
に
全
力
投
球
し

て
参
り
ま
す
。

岡
野
千
葉
支
社
長
の
抱
負

時
代
や
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
社

会
経
済
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
業
務
も
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
技
術
、
顧
客
の
満
足
度
を
高

め
る
為
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
及
び
実
行

出
来
る
知
識
力
を
有
す
る
人
材
が
社
会

か
ら
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
プ
ラ
ス
に
な
る
助
言

及
び
サ
ポ
ー
ト
を
し
、
ア
イ
デ
ア
と
デ

ザ
イ
ン
を
作
成
提

示
出
来
る
人
材
の

育
成
を
図
り
、
時

代
に
必
要
と
さ
れ

る
業
務
拡
大
を
推

進
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

砂
田
経
理
部
長
代
理
の
抱
負

新
事
業
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た

り
経
理
部
と
し
て
、
次
の
こ
と
を
目

標
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
、
個
人
の
目
標
の
具
体
化
に
よ
る

レ
ベ
ル
向
上
へ
の
継
続
指
導

二
、
事
業
部
と
の
連
携
に
よ
る
不
良

債
権
（
売
掛
金
）
の
減
少

三
、
各
支
社
の
事
務
担
当
者
の
指
導
・

改
善

以
上
の
三
点
、
常
に
感
謝
の
気
持
ち

を
持
っ
て
迅
速
か

つ
正
確
、
丁
寧
な

仕
事
に
全
力
で
取

組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

尾
崎
埼
玉
支
社
長
代
理
の
抱
負

売
上
を
増
や
し
利
益
を
得
る
こ

と
。

そ
れ
に
は
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
杉
田
所
長
、

Ｇ
Ｍ
Ｃ
清
水
所
長
と
協
力
し
て
、

埼
玉
支
社
一
丸
と
な
っ
て
営
業
展

開
し
て
行
き
、
警
備
・
清
掃
と
区

別
せ
ず
、
セ
オ
ス
営
業
を
有
効
に

進
め
、
既
存
の
顧
客
か
ら
の
受
注

拡
大
と
新
規
顧
客
の
開
拓
を
推
進

し
、
売
上
が
少
し
ず
つ
で
も
確
実

に
増
え
、
利
益

も
得
ら
れ
る
よ

う
に
努
力
し
て

行
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

平成２３年度ビルセクター経営指針（ＡＧＳ・ＧＭＣ共通）

《事業の発展的継続を目指して・・・企業体力の強化と体質の向上を図ろう！》

１．「ＳＥＯＳブランド」と「グループシナジー作戦」の強化・推進

ー営業力・競争力の強化による新規顧客の確保ー

２．費用対効果の徹底検証による収益力の向上

ー不要・不急経費の徹底削減と効率化の追求ー

３．次世代基幹社員の選別と育成システムの構築

ー計画的な人材確保と教育計画の確立ー

４．関係法令の遵守と危機管理の徹底

ー関係官庁との連携強化と社内体制・機能の充実ー

平成２３年度小泉グループ共通経営指針

《新たな革新と創造を目指して》

ー環境激変への更なる挑戦ー

１．「選択と集中」で危機をチャンスに

ー顧客・商品・事業開発の推進ー

２．「ゼロベース」で見直す超効率化

ー原点に戻り不可能を可能にー

３．後継者の育成

ー時代が求める人材の発掘・育成・登用ー

４．危機管理

ーコンプライアンスの更なる徹底ー

編
集
後
記

休
刊
し
て
い
ま

し
た
社
内
新
聞

を
再
び
発
行
す

る
運
び
と
な
り

ま
し
た
の
で
こ

こ
に
お
知
ら
せ

致
し
ま
す
。

再
版
一
号
と
し

ま
し
て
、
今
回

は
、
役
員
、
各

部
長
等
並
び
に

各
支
社
長
の
写

真
を
掲
載
す
る

と
と
も
に
、
今

年
の
抱
負
を
従

業
員
の
皆
様
に

お
知
ら
せ
す
る

こ
と
と
致
し
ま

し
た
。
今
後
、

編
集
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ど
の

よ
う
な
記
事
を

載
せ
情
報
提
供

す
る
か
に
重
き

を
置
き
、
編
集

す
る
こ
と
に
し

ま
す
。
今
後
と

も
是
非
掲
載
し

て
ほ
し
い
記
事

等
が
あ
れ
ば
、

総
務
部
ま
で
ご

一
報
下
さ
い
。




